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自立支援型地域ケア会議のための専門職派遣調整ガイドラインの策定について 

 

 

１ 目的                                         

自立支援型地域ケア会議（※１）への参画が必要な専門職（※２）の地域偏在等によ

り、その確保が課題となっている市町村があることから、専門職の派遣調整のためのガ

イドラインを策定しようとするもの。 

まず、リハビリテーション専門職（ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ）について策定し、試行する。 

※１ 「自立支援型地域ケア会議」とは、多職種の専門的な視点に基づく助言を通じ

て、自立に資するケアマネジメントを目的に個別事例の検討を行う地域ケア会議

をいう。国では令和３年度までに全市町村で展開することを目標としている 

※２ 「専門職」とは、看護師、歯科医師、歯科衛生士、栄養士、理学療法士、作業

療法士、言語聴覚士、薬剤師をいう。 

 

２ リハビリテーション専門職に係るガイドラインの概要（案）                            

  リハビリテーション専門職については、地域リハビリテーション広域支援センター

を１次的な窓口とする。 

  試行期間は３カ月～６カ月程度とする。令和２年度下半期の開始を予定。 

 市町村 広域支援センター リハ三士会 専門職・所属機関 

（協力病院・施設） 

①   

 

研修修了者の名簿提供 

 

【県】派遣の可否照会 

   名簿の送付 

 

 

派遣の可否検討 

  

②-1 派遣調整依頼 候補者の調整 

候補者の連絡 

 

  

派遣の可否検討 

 

（広域支援セン

ターで調整が

つかなかった

場合） 

 リハ三士会に調整依頼 

 派遣の可否・候補 

者の連絡 

候補者の調整 

  派遣の可否・候補者 

の連絡 

派遣の可否検討 

 

③ 専門職の派遣 

依頼・条件調整 

   

 会議開催   会議への出席 

④ 経費の支払い    

 

① リハ三士会は研修修了者の名簿を県に提供する。県は、名簿に登載される専門職が

所属する機関に確認を行い、派遣可能な専門職の名簿を各広域支援センターに提供す

る。 

 ② 市町村は、地域ケア会議に参画する専門職を確保することができなかった場合は、

広域支援センターに対し、派遣調整依頼を行う（原則半年分を一括して依頼）。 

依頼を受けた広域支援センターは、県から提供された名簿を参考に、専門職が所属
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する機関及び専門職本人と調整のうえ、適当な候補者を選定し、市町村に対し、連絡

する。 

広域支援センターで調整がつかなかった場合は、広域支援センターよりリハ三士会

に調整を依頼し、リハ三士会が候補者の調整を行う。 

③ 市町村は、候補者の所属する機関の長及び候補者本人に対して派遣協力依頼を行う。 

④ 市町村は、当該市町村の規程に基づき所属機関（又は専門職本人）に対し派遣に必

要な経費を支払う。 

 

４ 今後の取組                                   

・医師会等への説明 

・名簿登載リハ職の所属機関に対し協力依頼・照会 

  →とりまとめ後、広域支援センターに名簿を送付 

・市町村に対する告知 

・派遣調整試行 

 

５ 参考：自立支援型地域ケア会議実施状況                      

単位：市町村     

昨年度に引き続き開催している（する） 7 

今年度より開催している 9 

今年度より開催する予定 2 

来年度から開催予定 7 

開催予定なし 3 

困難事例等と分けて会議を開催していないが、地域ケア個

別ケア会議の中で検討している 
5 

（地域包括ケアシステム構築支援シート Ｒ２.１.１時点）    
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